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～患者憲章～
患者さまには、以下の権利と義務があります。

1. 思いやりのある医療を平等に受ける権利
2. 一人一人に最適な医療を受ける権利
3. 病状・治療の充分な説明を受ける権利
4. 他の医師や医療機関に相談する権利
5. 治療方針をみずから決定する権利
6. 個人情報や診療の秘密が守られる権利
7. 診療環境の秩序を守る義務

～基本方針～
1. 「いつでも」「どこでも」「だれでも」をモットーに、救
急医療から在宅医療まで、包括的な医療サービスを
提供します。
2. 近隣の医療保健施設と連携し、地域の医療レベルの
向上、人々の健康の増進に貢献します。
3. 常に医療技術の研鑽に努めるとともに、人間性を高
め、高度で人間味のあるチーム医療を展開します。
4. 施設と設備の整備に努め、安全で効率的な診療環境
をつくります。
5. 健全で透明性の高い経営に努め、活力に満ちた病院
機能を維持します。

～病院理念～ 1. 博愛と信頼　2. 地域と共に　3. 高度な医療
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ご
あ
い
さ
つ

菅
間
記
念
病
院
に「
三
方
よ
し
」の
掛
け
声
を

社
会
医
療
法
人
博
愛
会

　
奨
学
金
寄
付
に
つ
い
て

　
今
年
度
か
ら
理
事
長
に
成
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
ご
指
導
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
本
年
３
月
19
日
、
菅
間
記
念
病
院

の
52
周
年
の
お
祝
い
を
し
た
夜
に
、

菅
間
恒
会
長
が
89
才
で
眠
る
様
に
亡

く
な
り
、
皆
様
に
は
、
葬
儀
に
至
る

迄
の
4
日
間
、
お
通
夜
・
葬
儀
…
四

十
九
日
の
法
要
…
多
大
な
る
ご
支
援

と
共
に
、
優
し
く
見
守
っ
て
頂
き
、

本
当
に
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
頂
い
た
ご
厚
情
の
香
典

と
、
菅
間
記
念
病
院
か
ら
1
2
0
0

万
円
を
搬
出
し
、
将
来
医
療
の
道
を

歩
い
て
行
こ
う
と
す
る
人
達
の
為

の
、
給
付
型
奨
学
金
も
那
須
塩
原
市

と
那
須
町
に
設
立
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

　
ア
ッ
と
言
う
間
に
８
月
に
成
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
年
は
猿
年
の
せ

い
か
？
殊
更
日
に
ち
が
走
り
去
る
様

な
早
さ
で
す
。
今
年
も
「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」「
だ
れ
で
も
」
の
基
本

使
命
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今
年
の
テ
ー

社
会
医
療
法
人
博
愛
会

　理
事
長

山

　崎

　範

　子

　
社
会
医
療
法
人
博
愛
会
で
は
、
平

成
二
十
八
年
度
か
ら
次
の
五
十
年
に

向
け
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
運
動
を
実
践
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
博

愛
会
が
地
域
社
会
の
中
で
信
頼
さ
れ

る
病
院
と
い
う
立
場
を
確
立
で
き
な

け
れ
ば
、
今
後
五
十
年
間
、
新
病
棟

の
も
と
で
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
の

危
惧
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
、

江
戸
時
代
か
ら
北
関
東
の
地
で
長
く

商
売
を
続
け
て
き
た
、
老
舗
近
江
商

人
の
商
道
徳
の
基
本
で
あ
る
「
売
り

手
よ
し
、
買
い
手
よ
し
、
世
間
よ
し
」、

す
な
わ
ち
「
三
方
よ
し
」
の
精
神
を

病
院
運
営
に
も
生
か
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
高
度
で
良
質
な
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
患
者
満
足

度
を
上
げ
、
県
北
地
域
の
信
頼
度
を

高
め
る
と
い
う
博
愛
会
の
目
標
は
、

社
会
医
療
法
人
博
愛
会

　
　コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
担
当

―

博
愛
会
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
運
動―

上

　川

　雄
一
郎

　
故 
菅
間
恒
の
意
を
継
ぎ
、
那
須

塩
原
市
・
那
須
町
の
福
祉
の
人
材

育
成
と
い
う
観
点
か
ら
「
医
療
系
、

福
祉
系
、
保
育
系
」
の
学
部
・
学

科
に
進
学
す
る
市
民
・
町
民
に
対

し
て
の
給
付
型
奨
学
資
金
と
し
て

下
記
の
額
を
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

寄
付
金
　
毎
月
5
0
、0
0
0
円

　
　
　
　
　
　
　（
60
万
円
／
年
）

　
　
　
　
　
　
　
10
年
間
の
寄
付

　
給
付
型
奨
学
資
金
の
詳
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
那
須
塩
原
市
役
所
・

那
須
町
役
場
学
校
教
育
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

全
職
員
が
共
有
し
、
実
践
し
な
け
れ

ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
職
員
は
与
え

ら
れ
た
業
務
を
「
出
精
専
一
」、「
律

儀
」
に
こ
な
し
、管
理
職
は
「
礼
節
」、

「
率
先
垂
範
」
を
自
ら
示
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員

会
で
は
、
透
明
性
の
あ
る
組
織
運
営
、

風
通
し
の
良
い
職
場
環
境
、
次
世
代

の
人
材
発
掘
・
育
成
の
た
め
に
、
様
々

な
改
善
・
改
革
案
を
提
案
し
て
い
く

予
定
で
す
。
博
愛
会
職
員
の
み
な
ら

ず
、
患
者
様
や
ご
家
族
、
地
域
住
民

の
方
々
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

社
会
医
療
法
人
と
し
て
の
品
質
向
上

運
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

マ
「
博
愛
と
信
頼
」
毎
日
達
成
出
来

て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

　
後
半
に
は
さ
ら
な
る
目
標
「
菅
間

記
念
病
院
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
！
そ

の
ス
タ
ッ
フ
を
支
え
て
い
る
家
族
に

と
っ
て
も
！
優
し
い
職
場
」
何
時
も

誰
に
で
も
笑
顔
で
挨
拶
・
優
し
い
心
・

温
か
い
手
で
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
28
年
８
月
吉
日



（3）第29号 平成28年８月社会医療法人  博愛会

新
任
医
師
紹
介

６
月
よ
り
耳
鼻
咽
喉
科

　
　
　
診
療
ス
タ
ー
ト
！！

関
　
本
　
巌
　
雄 

先
生

せ
き
も
と
　
　  

い
わ
お

診 療 日：毎週水曜日
受付時間：午前の部　07：30 ～ 12：00
　　　　　午後の部　12：15 ～ 16：00
診療時間：午前の部　09：00 ～ 12：15
　　　　　午後の部　14：00 ～ 16：15

最近、耳が
聞こえにくい・・

アレルギーで
鼻水がとまらないよ

うちの夫のいびき、
大丈夫かしら・・・

出
身
地
：

　
埼
玉
県

趣
味
・
特
技
：

　
ド
ラ
イ
ブ

診
療
科
：

　
整
形
外
科

メ
ッ
セ
ー
ジ
：

　
皆
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。

整
形
外
科
の
関
本
巌
雄
と

申
し
ま
す
。
4
月
か
ら
獨

協
医
科
大
学
よ
り
派
遣
と

な
り
ま
し
た
。
医
者
と
し

て
は
7
年
目
で
ま
だ
ま
だ

未
熟
者
で
は
あ
り
ま
す
が
、

髙
井
先
生
と
共
に
菅
間
記

念
病
院
の
整
形
外
科
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
一
生
懸
命

頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

丹
　
内
　
則
　
之 

先
生

た
ん
な
い
　
　  
の
り
ゆ
き

出
身
地
：

　
福
島
県
白
河
市

趣
味
・
特
技
：

　
キ
ャ
ン
プ
　
渓
流
釣
り

診
療
科
：

　
内
科
　
呼
吸
器
科

メ
ッ
セ
ー
ジ
：

　
出
身
は
白
河
で
杏
林
大

学
卒
業
後
は
主
に
東
京
都

内
の
病
院
に
勤
務
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
こ
の
度
縁

あ
っ
て
4
月
か
ら
勤
務
さ

せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

専
門
は
呼
吸
器
で
す
が
総

合
内
科
の
経
験
も
あ
り
、

呼
吸
器
に
と
ど
ま
ら
ず
感

染
症
、
血
液
内
科
、
緩
和

ケ
ア
領
域
も
対
応
可
能
で

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

齋
　
藤
　
正
　
浩 

先
生

さ
い
と
う
　
　  

ま
さ
ひ
ろ

出
身
地
：

　
栃
木
県

趣
味
・
特
技
：
お
い
し
い

お
店
探
し
（
特
に
ラ
ー

メ
ン
、
焼
肉
）・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
・
読
書

専
門
分
野
：

　
口
腔
外
科

メ
ッ
セ
ー
ジ
：

　
昨
年
度
は
週
１
回
、
今
年
か
ら
常

勤
と
し
て
歯
科
・
口
腔
外
科
で
働
か

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
栃
木
県
下
野
市
で
生
ま
れ
、
東

京
都
港
区
育
ち
、
大
学
時
代
は
横
須

賀
で
過
ご
し
、
そ
の
後
、
獨
協
医
科

大
学
口
腔
外
科
に
入
局
し
７
年
目
で

す
。Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
麻
酔
科
研
修
を
経
て
、

口
腔
内
疾
患
か
ら
全
身
を
診
る
こ
と

を
信
念
に
口
腔
外
科
疾
患
、
口
腔
ケ

ア
（
い
わ
ゆ
る
有
病
者
の
歯
科
治
療
）

を
中
心
に
診
療
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
口
腔
内
の
お
悩
み
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
気
軽
に
ご
相
談
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

中
　
山
　
　
　
瞬 

先
生

な
か
や
ま
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
ん

出
身
地
：

　
千
葉
県

趣
味
・
特
技
：

　
テ
ニ
ス

診
療
科
：

　
消
化
器
外
科

メ
ッ
セ
ー
ジ
：

　
東
北
大
学
よ
り
派
遣
さ

れ
て
き
ま
し
た
中
山
と
申

し
ま
す
。
4
月
よ
り
主
に

消
化
器
疾
患
の
入
院
患
者

様
の
診
療
を
担
当
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
患

者
様
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
親
身
な
診
療
を
心

が
け
て
参
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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感
染
症
の
お
話

医
療
安
全
管
理
室
よ
り

公開講座ご案内　～参加無料となっております～

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

 

〜
蚊
媒
介
感
染
症
〜

　
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、
チ
ク
ン

グ
ニ
ア
熱
、
ジ
カ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
い
っ
た
蚊
が
媒
介
す
る
感
染
症

が
、
世
界
中
の
熱
帯
・
亜
熱
帯
地
域

で
流
行
し
て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
？

　
今
年
は
第
31
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
会
が
2
0
1
6
年
8
月
5
日
か
ら

21
日
に
か
け
て
、
ま
た
、
第
15
回
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
会
が
2
0
1
6

年
9
月
7
日
か
ら
18
日
に
か
け
て
、

ブ
ラ
ジ
ル
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で

開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ
れ
ら
の

地
域
へ
の
渡
航
を
予
定
し
て
い
る
方

は
、
渡
航
地
域
に
生
息
し
て
い
る
蚊

に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。
蚊
に

さ
さ
れ
た
程
度
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
命
に
か
か

わ
る
病
気
に
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ブ
ラ
ジ
ル
以
外
で
も
熱
帯
・
亜

熱
帯
地
域
へ
旅
行
さ
れ
る
み
な
さ
ま

も
、
現
地
で
は
長
そ
で
と
長
ズ
ボ
ン

の
服
を
着
た
り
、
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー

や
蚊
取
り
線
香
を
使
っ
た
り
し
て
、

蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
十
分
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
院
内
感
染
対
策
室

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
医
療
ミ
ス
や
医
療
事
故
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
私
た
ち
医
療
者
の
努
力
は

勿
論
で
す
が
、
患
者
様
や
ご
家
族
の
協

力
も
必
要
不
可
欠
で
す
。
診
察
の
時
・

検
査
の
時
・
処
置
の
時
・
手
術
の
時
・

窓
口
へ
声
を
掛
け
る
時
な
ど
に
、
患
者

様
や
ご
家
族
か
ら
氏
名
を
名
乗
っ
て
い

た
だ
け
ま
す
と
医
療
ミ
ス
や
医
療
事
故

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
是
非
、
自
ら

名
乗
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
ご
協
力

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
後
も
患
者
様
が
安
心
し
て
安
全
な

医
療
・
看
護
が
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、

活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
近
年
、
医
療
ミ
ス
や
医
療
事
故
に
関

す
る
報
道
が
多
く
流
れ
る
よ
う
に
な
り
、

医
療
の
質
と
安
全
が
問
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
当
院
に
お
き
ま
し
て
も
、

医
療
ミ
ス
や
医
療
事
故
を
防
止
し
、
医

療
の
質
と
安
全
を
向
上
す
る
為
に
医
療

安
全
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
イ
ン
シ
デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
や
ア
ク
シ

デ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト
の
集
計
・
分
析
を
行

い
、
同
じ
よ
う
な
事
例
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
再
発
防
止
策
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
安
全
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
や
修
正
を
行
い
、
そ
の
内
容

を
周
知
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
医
療
安
全
に
関
す
る
院

内
研
修
を
企
画
し
、
研
修
を
行
い

職
員
の
安
全
意
識
を
高
め
、
医
療

ミ
ス
や
医
療
事
故
防
止
に
つ
な
が

る
よ
う
教
育
・
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
時
々
各
部
署
を
ラ
ウ
ン
ド
し
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
医
療
・
看

護
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
そ
の
結
果
を
各
部
署
へ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
活

第93回日本消化器病学会関東支部市民公開講座2016
日時：平成28年9月19日（月・敬老の日）
時間：13：30～16：30（開場13：00）
場所：黒磯文化会館　小ホール
演題：
　  「内視鏡で胃や大腸がんを切り採る治療～内視鏡的粘
膜下層剥離術～」

　　　　元順天堂大学練馬病院　准教授　傅　光義先生
　  「キズの小さな胃や大腸がんの手術～腹腔鏡補助下胃
切除・大腸切除～」
　社会医療法人博愛会菅間記念病院　外科部長　鹿郷　昌之先生

　  「進みすぎたおなかのがんの手術～肝胆膵がんに対す
る拡大手術～」
　自治医科大学付属さいたま医療センター一般・消化器外科教授　力山　敏樹先生

健康増進公開講座
日時：平成28年11月5日（土）
時間：14：00～　（開場13:00）
会場：黒磯文化会館　小ホール
演題：
　  「婦人科悪性腫瘍の診断と治療」
獨協医科大学産科婦人科学主任教授　深澤　一雄先生

　  「女性ホルモンとライフスタイル」
社会医療法人博愛会菅間記念病院　産婦人科科長　和地　祐一先生

　  「今日から出来る乳がん予防と乳がん自己検診のコツ
　　乳がん治療ってどうするの？
　　　～乳がんしこりを触診モデルで体験～」

社会医療法人博愛会菅間記念病院　乳腺外科科長　屋代　祥子先生

無料健康
相談実施
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女
性
診
療
科
・
産
科
よ
り

スタッフ一同

内視鏡手術技師認定医が
手術をしています。

楽しい母乳育児を
支援してくれる先生です。

４Dエコーで赤ちゃんのお顔もバッチリ。

経験豊富な助産師がアドバイス経験豊富な助産師がアドバイス

　
菅
間
記
念
病
院
に
、
女
性
診
療
科
・

産
科
が
開
設
さ
れ
た
こ
と
は
ご
存
じ
で

す
か
？
「
菅
間
さ
ん
」
の
愛
称
で
地
域

の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る
当
院
が
、

新
病
棟
に
リ
ニュ
ー
ア
ル
！
そ
し
て
女
性

の一生
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
病
院
に
な
り

ま
し
た
。

♥
妊
婦
健
診
、
充
実
の
保
健
指
導
で

安
心
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ラ
イ
フ
！

　
妊
娠
中
は
、
何
か
と
不
安
が
多
い
も

の
。
丁
寧
な
医
師
の
診
察
・
経
験
豊

富
な
助
産
師
の
保
健
指
導
で
不
安
を

安
心
に
変
え
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
健
診
で
は
高
性
能
の
超
音
波
画

母
子
の
対
面
を
行
う
ケ
ア
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
毎
月
10
名
程
の
赤
ち
ゃ
ん
が

元
気
な
産
声
を
あ
げ
て
お
り
、
今
後

の
出
産
予
定
が
増
え
て
い
ま
す
。

♥
母
乳
育
児
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
母
乳
育
児
に
は
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
の
は
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
思
い
と
は
裏
腹
に
、
母
乳
育
児

で
の
悩
み
・
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
の
も
事

実
。
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
に
合
っ
た
抱
き
方

や
授
乳
方
法
を
し
っ
か
り
指
導
。
退
院

後
も
母
乳
外
来
で
し
っ
か
り
ケ
ア
を
行

って
い
ま
す
。

♥
妊
娠
・
出
産
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

婦
人
科
疾
患
・
不
妊
治
療
も
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
子
宮
筋
腫
、
卵
巣
嚢
腫
、
子
宮
内

膜
症
、
過
多
月
経
、
異
所
性
妊
娠
お

よ
び
不
妊
症
な
ど
の
患
者
さ
ま
に
、
内

視
鏡
手
術
技
術
認
定
医
が
腹
腔
鏡
手

術
を
お
こ
な
って
い
ま
す
。

●
粘
膜
下
筋
腫
や
内
膜
ポ
リ
ー
プ
に
よ

る
不
妊
症
、過
多
月
経
な
ど
患
者
さ
ま

像
装
置
を
使
用
。
赤
ち
ゃ
ん
の
４
D
画

像
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

♥
立
会
分
娩
や
赤
ち
ゃ
ん
と
の
早
期
接

触
で
家
族
の
き
ず
な
が
深
ま
る
お
産
の

お
手
伝
い
。

　
ゆ
っ
た
り
し
た
分
娩
室
で
家
族
と
と

も
に
出
産
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
好
き
な
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
、

ア
ロ
マ
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、
お
好

み
の
体
位
で
お
産
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
師
・
助
産
師
・

看
護
師
の
サ
ポ
ー
ト

の
も
と
、
出
産
直
後

に
胸
元
で
赤
ち
ゃ
ん

を
直
接
抱
っ
こ
し
て

に
は
、子
宮

鏡
や
マ
イ

ク
ロ
波
装

置（
M
E
A
）

に
よ
り
お

な
か
を
切

ら
な
い
手

術
が
可
能

で
す
。

＊
現
時
点
で

悪
性
腫
瘍
の
治
療
と
骨
盤
臓
器
脱
に

対
す
る
メ
ッ
シ
ュ
法
に
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。
診
察
の
結
果
、
治
療
が
必
要
と

判
断
さ
れ
る
場
合
、
治
療
可
能
な
医

療
機
関
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
・
不
妊
治
療
に
必
要
な
検
査
（
ホ

ル
モ
ン
検
査
、
卵
管
、
子
宮
の
異
常
、

精
液
検
査
等
）
を
行
い
、
原
因
検
索

を
行
い
ま
す
。

♥
患
者
さ
ん
に
寄
り
添
う
チ
ー
ム
医
療

を
実
践
！
女
性
の
一
生
、
サ
ポ
ー
ト
宣

言
で
す
。
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保
育
所
よ
り

病
院
機
能
評
価
継
続
認
定
審
査

保育所内テラスに
て水遊び！

リニューアルしたプレイルーム。光が沢山入る明るい保育室です。

市役所内展示“子どもたちによる作品展”

節分
保育士手作りの鬼のコスチュームを着て♪

ネコバスに乗って♪
（遠足は那須テディペアミュージアムで

した）

車大好き♡今年は男の子が多いです。
（トトロ展にて）

晴れの日は中庭の木陰でランチタイム♥

　
日
頃
か
ら
、
保
育
所
の
運
営
に
ご

理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
菅
間
保
育
所
は
平
成
28
年
2
月

に
リ
フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
旧
デ
イ
リ
ー
ヤ

マ
ザ
キ
跡
に
引
っ
越
し
、
広
く
明
る

い
保
育
所
に
な
り
ま
し
た
。

　
当
保
育
所
は
、
事
業
所
内
保
育

施
設
と
し
て
菅
間
記
念
病
院
内
に

置
か
れ
て
お
り
、
育
児
休
業
明
け
で

職
場
復
帰
さ
れ
る
職
員
や
、
子
育

て
中
に
入
職
し
た
職
員
が
勤
務
時

間
内
に
利
用
し
て
い
る
施
設
で
す
。

　〝
安
全
で
健
全
な
保
育
〞を
基
本

と
し
、
食
事
面
、
排
泄
面
、
衣
服

の
着
脱
な
ど
生
活
習
慣
の
自
立
や
年

齢
や
発
達
段
階
に
合
わ
せ
て
の
遊
び

や
運
動
、
季
節
に
ち
な
ん
だ
行
事
や

制
作
を
行
い
、
成
長
を
促
し
て
い
ま

す
。

　
保
育
士
は
よ
り
よ
い
保
育
を
目
指

し
、
研
修
や
勉
強
会
に
参
加
を
重

ね
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
保
護
者
の

皆
様
が
安
心
し
て
業
務
に
取
り
組
め

る
よ
う
保
育
士
一
同
保
育
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
病
院
機
能
評
価
継
続
認
定
審
査
に
合

格
し
ま
し
た
。〈
医
療
を
見
つ
め
る
第
三

者
の
目
　
そ
れ
が
病
院
機
能
評
価
で
す
〉

　
病
院
機
能
評
価
は
、
病
院
が
組
織
的

に
医
療
を
提
供
す
る
た
め
の
基
本
的
な

活
動
（
機
能
）
が
、
適
切
に
実
施
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
仕
組
み
で

す
。
中
立
・
公
平
な
立
場
の
評
価
調
査

者
（
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
）
が
、
所
定
の
評
価

項
目
に
沿
っ
て
、
病
院
の
活
動
状
況
を

評
価
し
ま
す
。
評
価
の
結
果
明
ら
か
に

な
っ
た
課
題
に
対
し
、
病
院
が
改
善
に

取
り
組
む
こ
と
で
、
医
療
の
質
向
上
が

図
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
よ
り
良
い
病
院
作
り
を

目
指
し
成
長
し
続
け
る
病
院
で
あ
り
た

い
と
考
え
、
平
成
28
年
1
月
12
日
〜
13

日
に
渡
り
６
名
の
サ
ー
ベ
イ
ヤ
ー
に
よ
る

３
回
目
の
訪
問
認
定
審
査
を
受
け
ま
し

た
。
結
果
、
一
定
の
水
準
を
満
た
し
て
い

る
と
認
め
ら
れ
「
認
定
病
院
」
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
病
院
機
能
評
価
認
定
病

院
と
し
て
、
地
域
に
根
ざ
し
、
安
心
・

安
全
、
信
頼
と
納
得
の
得
ら
れ
る
医
療

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
べ
く
、
常
日
頃
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
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乳
が
ん
患
者
会

－

ブ
レ
ス
ト
サ
ロ
ン
那
須

－

　
第
２
回
　
開
催

第
２
回「
那
須
塩
原
市
商
工
産
業
祭
」に
参
加
！

　
平
成
28
年
５
月
７
日
（
土
）、
那

須
塩
原
市
厚
崎
公
民
館
に
お
い
て
、

第
２
回
ブ
レ
ス
ト
サ
ロ
ン
那
須
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ブ
レ
ス
ト
サ
ロ
ン
那
須
は
、
栃
木

県
北
を
中
心
に
活
動
す
る
乳
が
ん
患

者
会
で
、
現
在
、
事
務
局
は
菅
間
記

念
病
院
内
に
あ
り
ま
す
。

　
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
第
１
回
サ

ロ
ン
で
は
、
乳
が
ん
再
発
予
防
の
食

事
を
テ
ー
マ
に
調
理
実
習
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
今
回
は
ヨ
ガ
を
テ
ー
マ

に
約
30
名
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
最
近
は
乳
が
ん
ヨ
ガ
と
い
う

言
葉
も
あ
る
ほ
ど
、
日
々
の
生
活
に

ヨ
ガ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
治
療

の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
ヨ
ガ
講
師
よ
り
、
体
幹
を
鍛
え
る

こ
と
、
股
関
節
を
動
か
す
こ
と
、
指

を
動
か
す
こ
と
の
重
要
性
を
ご
教
授

い
た
だ
き
な
が
ら
、
１
時
間
た
っ
ぷ

り
、
自
分
の
身
体
、
自
分
の
細
胞
、

自
分
の
心
と
向
き
合
い
ま
し
た
。
最

後
の
ポ
ー
ズ
、
シ
ャ
バ
ア
ナ
サ
で
は
、

心
身
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
開
放
さ
れ
、

ま
る
で
胎
内
に
戻
っ
た
か
の
よ
う
な

不
思
議
な
感
覚
を
味
わ
い
ま
し
た
。

　
ヨ
ガ
の
あ
と
は
、
お
楽
し
み
、
ハ

ズ
レ
な
し
の
抽
選
会
。
お
米
、
ク
オ

カ
ー
ド
、
日
用
品
な
ど
な
ど
。

　
美
味
し
い
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
と
ク
ッ

キ
ー
で
、
皆
と
お
し
ゃ
べ
り
。
日
頃

の
疑
問
、
不
安
が
解
消
さ
れ
て
よ
か

っ
た
と
い
っ
て
い
た
だ
き
、
う
れ
し

く
て
、
す
ぐ
に
第
３
回
の
準
備
に
と

り
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
第
３
回
は
11
月
開
催
の
予
定
で

す
。

　
F
a
c
e
b
o
o
k
（
ブ
レ
ス
ト

サ
ロ
ン
那
須
）
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
ブ
レ
ス

ト
サ
ロ
ン
事
務
局
（
電
話
0
2
8
7

（
6
2
）
0
7
3
3
　
病
院
代
表
）　

屋
代
・
白
石
ま
で
お
気
軽
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

１０月第３日曜日は【ジャパン・マンモグラフィーサンデー】

当院も参加施設です

☆女性医師・女性技師・女性看護師が対応致します☆

１０月第３日曜日は【ジャパン・マンモグラフィーサンデー】

乳がん検診を受けましょう！乳がん検診を受けましょう！乳がん検診を受けましょう！
当院も参加施設です

２０１６年１０月１６日（日）
那須塩原市・・那須町・大田原市の無料クーポン券も利用できます那須塩原市・・那須町・大田原市の無料クーポン券も利用できます

☆女性医師・女性技師・女性看護師が対応致します☆

　
平
成
28
年
５
月
22
日
（
日
）
那
須

塩
原
市
商
工
会
主
催
の
「
那
須
塩
原

市
商
工
産
業
祭
」
が
、
商
工
会
館
及

び
商
工
会
館
隣
特
設
会
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
商
工
会
会
員
の
事
業
所
を

中
心
に
市
内
の
各
種
団
体
が
自
社
・

団
体
の
Ｐ
Ｒ
や
模
擬
店
を
出
店
す
る

な
ど
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
院
も
、
渡
辺
美
千
明
医
師
・
和

地
祐
一
医
師
・
中
央
７
階
病
棟
、
総

務
課
、
健
診
部
が
参
加
し
、
健
康
相

談
や
血
圧
測
定
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
や
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
を

催
し
、
多
く
の
親
子
連
れ
で
賑
わ
う

な
か
、
女
性
診
療
科
・
乳
が
ん
健
診
・

人
間
ド
ッ
ク
の
Ｐ
Ｒ
を
積
極
的
に
行

い
ま
し
た
。
準
備
し
た
チ
ラ
シ
が
途

中
で
足
り
な
く
な
る
ほ
ど
盛
況
で
、

増
刷
し
な
が
ら
配
布
し
ま
し
た
。
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新
人
看
護
師（
ピ
ー
コ
ッ
ク
ナ
ー
ス
）を
迎
え
ま
し
た

部
署
紹
介
　
〜
南
２
階
病
棟
〜

　
ピ
ー
コ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
も
今
年
で

6
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　
平
成
28
年
度
は
8
名
の
新
入
職
員

が
加
わ
り
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
と
し
て
4

月
は
集
合
教
育
・
5
月
の
院
内
留
学

を
経
て
6
月
よ
り
現
場
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
。
学
生
で
は
実
践
・
体
験

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
現
場
で
「
看

護
師
」
と
し
て
患
者
様
に
関
わ
る
こ

と
で
、
日
々
成
長
し
て
い
る
姿
が
孔

雀
の
よ
う
に
立
派
に
な
る
よ
う
に

「
ピ
ー
コ
ッ
ク
」
と
名
づ
け
ら
れ
ま

し
た
。

　
現
在
、
ピ
ー
コ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
て
か
ら
の
新
人
の
離
職
率
は

「
0
」
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
が
あ

り
ま
す
。
8
人
の
孔
雀
が
1
人
で
も

欠
け
る
こ
と
な
く
、
立
派
に
羽
ば
た

け
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
成
長
を
見
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
新
人
担
当
者
　
八
木
沢
・
渡
邉

　
整
形
外
科
の
高
井
医
師
・
関
本
医

師
を
中
心
と
し
、
鈴
木
院
長
・
竹
内

副
院
長
・
中
山
医
師
か
ら
な
る
消
化

器
外
科
、
西
岡
副
院
長
・
美
濃
口
医

師
か
ら
な
る
循
環
器
科
・
呼
吸
器
科

の
患
者
様
が
多
数
を
占
め
て
い
ま

す
。

　
退
院
ま
で
に
は
医
師
を
は
じ
め
と

し
、
地
域
医
療
連
携
室
の
ス
タ
ッ
フ
・

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
・
医
事
課
・
病

棟
看
護
師
で
話
合
い
を
し
て
、
患
者

様
の
個
々
の
状
態
に
合
わ
せ
た
退
院

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他
職
種
と

密
に
関
わ
る
事
で
住
み
慣
れ
た
地
域

で
そ
の
人
ら
し
い
暮
ら
し
を
最
後
ま

で
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
本
人
や
家
族

の
意
思
を
重
視
し
援
助
し
て
い
ま

す
。

　
患
者
様
が
元
気
に
自
宅
へ
退
院
で

き
る
よ
う
私
た
ち
は
、
毎
日
明
る
く

元
気
に
日
々
の
業
務
に
励
ん
で
い
ま

す
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
南
2
階
　
地
域
包

括
ケ
ア
病
棟
で
す
。
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
に
は
、
急
性
期
治
療
を
経
過
さ

れ
、
す
ぐ
に
在
宅
退
院
に
不
安
が
あ

る
方
や
退
院
後
に
向
け
て
積
極
的
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
な
方

が
継
続
し
て
入
院
し
て
い
ま
す
。
入

院
期
間
は
最
長
60
日
間
と
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
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在
宅
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

地
域
医
療
連
携
部
よ
り

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
所
よ
り

短
期
入
所
生
活
介
護
事
業
所
　
セ
レ
ビ
ィ
ー

短 期 入 院 協 力 病 院

　国土交通省では、交通事故が原因で在宅介護を受ける重度後遺障害者の方々の健康維持や、家
族の負担軽減のため、自動車事故対策機構 （NASVA） の介護料受給資格をお持ちの重度後遺障
害者の方々の短期入院 （１回の入院が原則２日以上14日以内、年間通算45日の範囲内で複数回の
入院が可能です。） を積極的に受け入れる病院を「短期入院協力病院」 として指定しています。
NASVAから、入退院時の患者移送費、室料差額負担金及び食事負担金に要する費用として自己
負担額の一部助成を受けられます。
　医師をはじめ、経験豊富なスタッフがお手伝いいたします。
　お気軽にお問い合わせください。　　　担当：地域医療連携部　TEL 0287-62-1567

当院は「短期入院協力病院」として指定を受けています。
短 期 入 院 協 力 病 院

　
い
つ
の
間
に
か
季
節
が
移
ろ
い
夏

本
番
を
迎
え
ま
し
た
。
セ
レ
ビ
ィ
ー

は
い
つ
も
変
わ
ら
ず
、
温
か
く
ご
利

用
者
さ
ん
を
迎
え
て
い
ま
す
。
現
在

ご
利
用
の
利
用
者
さ
ん
よ
り
、
泊
ま

り
の
間
リ
ハ
ビ
リ
を
し
た
い
、
リ
ハ

ビ
リ
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
要
望

も
多
く
今
年
４
月
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
を
増
や
し
必
要
時
に
ご
自
宅

を
訪
問
す
る
な
ど
、
個
別
の
目
標
を

た
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
、
冠
婚
葬
祭

な
ど
用
事
が
あ
る
時
や
お
泊
り
で
ゆ

っ
く
り
リ
ハ
ビ
リ
を
し
て
ほ
し
い

方
、
介
護
の
休
息
を
し
た
い
と
き
な

ど
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
泊
ま
り
の
楽
し
み
の
一
つ
と

し
て
、
毎
月
季
節
折
々
の
行
事
を
企

画
し
て
い
ま
す
。
６
月
は
那
須
フ
ラ

ワ
ー
ワ
ー
ル
ド
で
大
き
な
ル
ピ
ナ
ス

を
皆
で
見
て
来
ま

し
た
♡
　
　
是
非

見
学
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
声
掛

け
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　（
大
竹
）

　
3
月
か
ら
地
域
医
療
連
携
部
室
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
大
田
原
市

で
生
ま
れ
育
っ
た
現
在
55
歳
で
す
。

他
医
療
機
関
で
の
勤
務
を
含
め
約
30

年
医
療
機
関
の
業
務
に
携
わ
っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
回
、
は
じ
め
て
地

域
医
療
連
携
業
務
に
関
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
オ
ー
ル
ド
ル
ー
キ
ー
で

す
。
患
者
様
、
ご
家
族
様
に
と
っ
て

よ
り
良
い
連
携
調
整
と
は
何
か
を
模

索
し
つ
つ
日
々
奮
闘
し
て
お
り
ま

す
。

　
こ
れ
か
ら
、
2
0
2
5
年
問
題
を

念
頭
に
、
病
病
連
携
、
病
診
連
携
、

前
方
連
携
、
後
方
連
携
支
援
の
強
化

を
図
り
、
地
域
か
ら
の
信
頼
を
得
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
気
軽
に
相
談
で
き
る
雰
囲

気
作
り
を
心
が
け
、
各
職
種
の
皆
様

と
の
連
携
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
皆
様
か
ら

の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
川
）

　
デ
イ
ケ
ア
の
利
用
者
様
は
、
日
々

身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
に
向
け
て

マ
シ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
歩
行
訓
練
、

体
操
、
階
段
昇
降
等
一
生
懸
命
行
っ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
リ
ハ
ビ
リ
だ

け
に
限
ら
ず
、
デ
イ
ケ
ア
で
の
一
日

を
よ
り
充
実
し
て
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
毎
日
の
余
暇
活
動
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム
で
盛
り

上
が
っ
た
り
、
将
棋
や
囲
碁
等
の
趣

味
活
動
、
季
節
に
ち
な
ん
だ
貼
り
絵

作
成
、
ビ
ー
ズ
を
使
用
し
た
作
品
作

成
等
ご
本
人
が
自
由
に
選
択
し
各
々

が
楽
し
み
な
が
ら
一
日
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
デ
イ
ケ
ア
に
通
う
利
用
者

様
は
笑
顔
と
元
気
で
い
っ
ぱ
い
で

す
。
写
真
は
6
月
初
期
か
ら
作
成
し

始
め
て
い
る
「
紫
陽
花
」
で
す
。
立

体
感
が
で
る
よ

う
工
夫
し
な
が

ら
、
た
く
さ
ん

の
利
用
者
様
に

手
掛
け
て
い
た

だ
い
て
い
ま

す
。
　（
砂
川
）
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那
須
塩
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

ウ
ェ
ル
ネ
ス
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ

　
同
じ
よ
う
な
事
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
し
て
行
う
と
、
沢
山
の
項
目
を
そ

れ
ぞ
れ
こ
な
し
て
い
か
な
く
て
は
な

ら
な
い
た
め
、
な
か
な
か
大
変
で
続

か
な
い
方
も
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
し
か
し
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
で
は
癒
さ

れ
る
ハ
ワ
イ
ア
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と

思
わ
ず
笑
顔
に
な
っ
て
し
ま
う
動
き

が
加
わ
る
事
に
よ
っ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
続
け
る
事
が
で
き
る
か
と
思
い

ま
す
。

　
ウ
ェ
ル
ネ
ス
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
で
は
毎

月
第
２
・
４
週
の
土
曜
日
、
午
前

11
：
00
〜
11
：
50
の
間
フ
ラ
ダ
ン
ス

の
レ
ッ
ス
ン
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
無
料
体
験
で
ご
参
加
も
可
能
で
す

の
で
、
是
非
一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
い
か
が

お
過
ご
し
で
す
か
？
　
こ
の
時
期
に

は
気
候
の
急
な
変
化
に
よ
り
体
調
を

崩
し
て
し
ま
わ
れ
る
方
も
多
く
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
十
分
に
気
を

付
け
て
く
だ
さ
い
。

流
行
り
の
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
最
近
流
行
っ
て
い
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
。
ウ
ェ
ル
ネ
ス
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ａ
で
も

新
た
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
ス
タ
ジ

オ
に
取
り
入
れ
て
み
ま
し
た
所
、
な

か
な
か
の
好
評
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。

　
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
一
見
、
ゆ
っ
く
り

し
た
動
き
な
の
で
あ
ま
り
運
動
効
果

は
な
い
の
で
は
？
と
思
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
も
多
い
よ
う
で
す
が
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
！
　
体
の
奥

に
あ
る
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
沢
山

使
っ
て
十
分
に
鍛
え
る
こ
と
が
で
き

る
ダ
ン
ス
で
す
。

　
横
に
動
い
た
り
、
常
に
腰
を
落
と

し
た
状
態
で
動
く
た
め
、
沢
山
の
筋

肉
を
使
い
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
能
力
を

養
っ
た
り
、
持
久
力
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
運
動
で
す
。

　
足
だ
け
で
は
な
く
、
腕
や
指
の
細

や
か
な
動
き
も
求
め
ら
れ
る
た
め
、

頭
の
体
操
に
も
な
り
ま
す
よ
！

〜
健
康
診
断
〜

　
当
院
で
は
、
会
社
の
入
職
時
や
定

期
健
康
診
断
を
は
じ
め
、
那
須
塩
原

市
委
託
の
が
ん
検
診
、
特
定
健
診
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
小
規
模
事
業

所
か
ら
大
規
模
事
業
所
ま
で
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
の
実
施
が
可
能
で
す
。

ま
ず
は
、
お
電
話
下
さ
い
。

那
須
塩
原
市
委
託

胃
が
ん
リ
ス
ク
（
危
険
度
）
検
診

※
採
血
の
み
で
胃
が
ん
に
な
り
や
す

い
か
否
か
の
リ
ス
ク
を
調
べ
る
こ
と

が
で
き
る
検
査
で
す
。

対
象
者
：
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・

　
　
　
　 

　
55
歳
・
60
歳
・
65
歳
・

　
　
　
　 

　
70
歳
・
74
歳

検
査
項
目
：
ピ
ロ
リ
菌
抗
体
検
査

　
　
　
　
　
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査

消
化
器
外
来
【
毎
週
火
曜
日
】

　
最
近
、
胃
の
調
子
が
悪
い
、
健
康

診
断
で
再
検
査
を
指
摘
さ
れ
た
な

ど
、
消
化
器
に
関
す
る
診
療
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。
胃
カ
メ
ラ
・
大

腸
カ
メ
ラ
も
実
施
可
能
で
す
。

甲
状
腺
外
来

【
月
２
回（
隔
週
）（
土
曜
日
午
後
）】

　
健
康
診
断
で
「
甲
状
腺
が
腫
れ
て

い
る
」「
橋
本
病
」「
首
の
前
の
方
に

し
こ
り
が
あ
る
」「
血
液
検
査
で
甲

状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
異
常
を
指
摘
さ
れ

た
」
等
、
甲
状
腺
の
病
気
が
心
配
な

方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

呼
吸
器
外
来
（
禁
煙
外
来
）

【
第
１
・
第
３
火
曜
日
の
午
後
）】

　
呼
吸
器
に
関
す
る
疾
病
に
つ
い

て
、
ま
た
、
当
院
で
は
、
禁
煙
外
来

も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
健
康
保
険
を

使
っ
て
禁
煙
治
療
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

皮
膚
科
外
来

【
第
１
・
第
３
金
曜
日

　
第
２
・
４
水
曜
日
の
午
前
中
】

　
お
肌
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
こ
と

や
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
主
に
、湿
疹
・
水
虫
・

皮
膚
炎
・
ヘ
ル
ペ
ス
等
に
対
す
る
診

察
・
処
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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那
須
看
護
専
門
学
校

橘
曙
覧
に
学
ぶ
患
者
の
心

橘
曙
覧
に
学
ぶ
患
者
の
心

第
26
回

　「看
護
の
日
」
記
念
行
事

那
須
看
護
専
門
学
校
長

上
川

　雄
一
郎

那須看護専門学校　平成28年度　入学生募集　第5回生那須看護専門学校　平成29年度　入学生募集　第6回生

募集要項請求（お問い合わせ）

那須看護専門学校
℡0287-67-1188
〒329-3135
栃木県那須塩原市前弥六54-1
URL：http://www.hakuai.ac.jp

入試区分 試験内容 試験日 願書受付 合格発表 入学手続き

募集学科 ： 医療専門課程・看護学科・全日制3年課程
定　　員 ： 40名（男女共学・年齢制限なし）
入学資格 ： 高等学校卒業もしくは同等以上の学力が認められた者
取得可能 ： 看護師国家試験受験資格、保健師・助産師学校受験資格
　　　　　看護大学編入学受験資格、専門士（医療専門課程）の称号取得
受 験 料 ： 20,000円

推薦入学試験 小論文試験
面接試験

平成28年
10月12日(水)

平成28年
10月1日(土)
　～10月7日(金)

平成28年
10月19日(水)

平成28年
10月20日(木)
～10月28日(金)

社会人入学試験 適性試験
面接試験

平成28年
10月12日(水)

平成28年
9月23日(金)
～10月7日(金)

平成28年
10月19日(水)

平成28年
10月20日(木)
～10月28日(金)

　
橘
曙
覧
（
た
ち
ば
な
の
あ
け
み
）
は
、
文
化
九
年
、
越
前
福
井
城
下
の
商

家
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
自
ら
商
才
の
な
さ
を
自
覚
し
て
早
々
に
弟
に

家
督
を
譲
っ
て
隠
遁
生
活
に
入
り
、
頼
山
陽
、
本
居
宣
長
の
孫
弟
子
と
な
っ

て
国
学
や
和
歌
に
精
進
し
、一
生
を
清
貧
の
中
に
過
ご
し
た
。世
間
で
は
、「
東

の
良
寛
、
西
の
曙
覧
」
と
称
さ
れ
た
よ
う
に
、
無
欲
恬
淡
の
生
涯
で
あ
っ
た
。

　
　〝
膝
い
る
る
　
ば
か
り
も
あ
ら
ぬ
草
屋
を

　
　
　
　
竹
に
取
ら
れ
て
　
身
を
す
ぼ
め
を
り
〞

　
晩
年
に
は
福
井
城
下
で
も
名
だ
た
る
国
学
者
の
名
声
を
得
、
時
の
福
井
藩

主
・
松
平
春
嶽
に
も
認
め
ら
れ
て
出
仕
を
求
め
ら
れ
た
が
断
っ
て
い
る
。
没

後
三
十
年
、
明
治
に
な
っ
て
正
岡
子
規
が
曙
覧
の
歌
集
を
近
代
短
歌
創
始
者

と
絶
賛
し
て
よ
う
や
く
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
で
は
、
平
成

六
年
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
米
国
訪
問
時
、
当
時
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が

晩
さ
ん
会
の
席
で
曙
覧
の
歌
を
紹
介
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　
　〝
楽
し
み
は
　
朝
起
き
出
で
て
昨
日
ま
で

　
　
　
　
無
か
り
し
花
の
　
咲
け
る
見
る
時
〞

　
曙
覧
の
歌
集
を
英
訳
し
て
米
国
に
紹
介
し
た
の
が
、
現
在
日
本
に
住
ん
で

い
る
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
氏
で
あ
る
。

　
慶
応
四
年
五
月
、
近
づ
き
つ
つ
あ
る
死
を
自
覚
し
て
穏
や
か
に
受
容
し
て

い
た
曙
覧
は
、
治
癒
を
目
指
し
て
力
を
尽
く
す
友
人
の
蘭
方
医
、
笠
原
良
策

に
も
気
を
遣
い
つ
つ
、
終
末
期
の
人
間
に
対
す
る
医
療
や
薬
の
意
味
に
つ
い

て
、
切
々
淡
々
と
問
い
か
け
る
歌
を
残
し
て
い
る
。

　
　〝
死
ぬ
る
病
　
薬
飲
ま
じ
と
思
へ
る
を
　

　
　
　
　
う
る
さ
く
人
の
　
薬
飲
め
と
い
ふ
〞

　
　〝
死
ぬ
べ
か
る
　
病
を
癒
す
医
師
の

　
　
　
　
今
も
世
に
あ
り
や
　
吾
は
見
及
ば
ず
〞

　
こ
の
三
か
月
後
、
明
治
と
年
号
の
変
わ
る
十
日
前
に
、
曙
覧
は
五
十
六
歳

で
亡
く
な
っ
た
。
曙
覧
は
清
貧
の
暮
ら
し
の
中
で
も
、
自
然
と
家
族
と
自
分

に
楽
し
み
を
見
つ
け
出
し
て
歌
を
詠
み
続
け
た
。
看
護
学
生
に
は
、
曙
覧
の

歌
集
か
ら
患
者
の
心
の
動
き
を
学
ん
で
ほ
し
い
と
推
薦
し
て
い
る
。

　
平
成
28
年
5
月
14
日
（
土
）
に
栃
木

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
　
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
に
て
、
第
26
回
「
看
護
の
日
」
記
念

行
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
ふ
れ
あ
い
看
護
体
験
に
お
け
る
学

び
の
発
表
会
で
は
、
２
年
生
の
山
本
美

鶴
が
代
表
３
名
の
う
ち
の
１
人
に
選
出

さ
れ
、
自
身
の
体
験
を
発
表
し
ま
し
た
。
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診療科

曜　日

診療科

総合内科

循環器内科

心臓血管外科

消化器科
（内視鏡検査）

内分泌代謝科
（糖尿病）

呼吸器科
（呼吸器疾患）

腎臓内科
（腎不全・透析）

外　科

整形外科

泌尿器科

乳腺外来

ペインクリニック
（麻酔科）

リハビリテーション
心大血管疾患リハビリ

放射線科
（画像診断）

脳神経外科

小児科

女性診療科

月 火 水 木 金 土

月 火 水 木 金 土

備　　　　　考
午前 石井・美濃口・丹内・五藤 丹内・五藤・添田

美濃口・添田

美濃口・添田

石井・添田・丹内

添田・長崎*・丹内** 石井・添田・福田***

添田・福田***

美濃口・半田・添田・丹内

石井 敬一添田 武志石井・五藤・添田

深瀬 耕二 佐田 尚宏 遠藤 和洋 高橋 大二郎 大塚 英郎 非常勤医師

大浦 慎祐 大浦 慎祐 大浦 慎祐 大浦 慎祐 非常勤医師

半田 隆義 竹内・生澤 鹿郷・半田・五藤 鈴木・佐藤(隆)・長崎・佐藤（和）** 鈴木・栗原 非常勤医師**

半田 隆義 傅 光義（1.3.5） 鈴木・半田 鈴木・佐藤(隆)・大浦(亮)・佐藤（和）** 鈴木・栗原 非常勤医師**

金澤 祐太 非常勤医師 清水 理葉 西岡 修 井岡・非常勤医師 非常勤医師

西岡 修 西岡 修

金澤 祐太 堀 貴行

金澤 祐太

※下村 健寿

■ ■ ■ ■ 鈴木 國弘

竹内 丙午

※※佐々木信博

※新里　高広竹内 丙午 竹内 丙午

■ ■ ■ ■ ■

美濃口 健治 池野 義彦 阿久津 郁夫 美濃口 ※松村 ■

■ ※黒崎 史朗 ■ 美濃口 健治 ※松村 輔二 ■

宮脇 貴裕 ■ ■ ■ ■ ※田中 裕一

宮脇 貴裕 ■ ■ ■ ■ ※田中 裕一

■ 鈴木 圭輔 ■ ■ 渡邉 由佳 ■

■ 鈴木 圭輔 ■ ■ 渡邉 由佳 ■

田中 吾朗 ※醍醐 政樹

田中 吾朗

渡辺 美千明 和地 祐一 渡辺 美千明 渡辺 美千明 診療担当医

診療担当医渡辺 美千明

■

渡辺 美千明 ■ 渡辺 美千明 ■ ■ ■

和地 祐一 和地 祐一 梅崎 光 梅崎 光

和地 祐一 梅崎 光 ■ ※梅崎 光 ■

山口 哲彦 坪山 大輔 髙井・中井

中井 生男

山口（雄）・関本 竹内 大作 髙井(1・3・5)
関本(2・4)
中井(2・4・5)山口 哲彦 坪山 大輔 阿久津 みわ（第2のみ） ■

■ ■

竹原 めぐみ

屋代 祥子 屋代 祥子 屋代 祥子 屋代 祥子

屋代 祥子 屋代　祥子屋代 祥子  ■

※金藤 博行 ■ ■ ※土岐 大介

※金藤 博行 ■ ■ ※土岐 大介

■ ■ 柿沼 宏幸

柏木 隆志

柏木 隆志

■ 渡邊 啓介 ■

■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ 鈴木 正徳 ■ 鈴木 正徳 ■

西岡 修 西岡 修 ■ 西岡 修 西岡 修 西岡 修

■ ■ 杉本 英治 ■ ■ ■

■ ■ 杉本 英治 ■ ■ ■

齋藤 正浩 齋藤・長谷川・菅間

齋藤・長谷川・菅間

長谷川・菅間 齋藤・長谷川 齋藤・長谷川 齋藤・長谷川

齋藤 正浩 長谷川・菅間 齋藤・長谷川 齋藤・長谷川 齋藤・長谷川

午後

診療

内視鏡

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

神経内科
午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後
産　科

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

午前

午後

耳鼻咽喉科
■午前

午後

午前

午後

歯　科
口腔外科

午前

午後

午前

午後

休診・代診の情報はホームページで確認できます！　http://www.hakuai.or.jp

外来診療担当医師表

※長崎医師：第2木曜日(内科・消化器科)はお休みです。
※※丹内医師：木曜日の診療は第2木曜日のみ
※※※福田医師：第2・3土曜日のみの診察になります。

佐田医師：自治医大教授、高橋医師・遠藤医師：自治医
大、深瀬医師・大塚医師：東北大
※フットケア外来：毎月第4土曜日に診療 

※佐藤隆医師：那須赤十字病院、佐藤（和）月１回、長
崎医師・五藤医師：午後のみ
**第１土：濱田晋・第２：小暮高之：第３：中野絵里子・
第４井上淳・第５：嘉数英二
※井岡達也医師の診察は月1回となっております。
※非常勤医師：井岡医師の外来日は除く
清水医師：獨協医大※土曜日非常勤医師は第2・4土
曜日のみの診察になります。
堀医師・金澤医師：獨協医大

※下村医師：毎月第２・４土曜日午前のみ診察(福島
県立医科大学教授)

※新里医師：第1・3・5土曜日のみ
※※※佐々木医師：14：00～15：.00で予約患者のみの診療
【透析】第2・4金曜：吉村医師

美濃口医師金曜日は予約のみ ※阿久津医師・池野医
師：那須赤十字病院 黒崎医師：毎週第2・4火曜日午後
診療※松村医師：毎月第3金曜日のみ、午後の診療に
関してはお問合せ下さい。
※田中医師：自治医大さいたま医療センター教授（毎
月2回診療、診療日はお問い合せ下さい）
宮脇医師：新小山市民病院

鈴木医師、渡邉医師：獨協医大
※火曜日、金曜日ともに午後は予約のみの診察になり
ます。

※醍醐医師の診察は第1・3・5木曜日の午前中のみと
なります。

※土曜日の診療に関しましては、お電話でお問合せ下
さい。

※金曜日午後：１ヶ月健診
※土曜日の診療に関しましては、お電話でお問合せ下
さい。

※土曜日の午後の診療に関しましては、整形外来担当
医師表をご確認下さい。※急患対応・手術等に伴い担
当医師・診療時間が変更になる場合がございますの
で、お電話にてご相談ください。
大内憲明医師：東北大学大学院腫瘍外科学分野教授
毎月１回予約にて診療(診療日はお問合せ下さい）

※土岐医師：第1・3・5土曜日
※金藤医師：月2回のみの診察になります

柿沼医師：獨協医大

柏木医師：獨協医大

●

杉本医師：自治医大教授
読影担当医師は週1回来院

●

午前

午後

那
須
塩
原
ク
リ
ニ
ッ
ク

内　科 内科・外科
皮膚科

消化器・
胃カメラ

内科・呼吸器科
内科・外科
糖尿病・甲状腺

内科・外科
甲状腺

※皮膚科の診療がスタートしました。
　お気軽にお問い合わせ下さい

内科・外科
皮膚科

※当院は、24時間診療に対応しておりますので、急病の方はお気軽にご来院ください。

● 受付時間　月曜日～土曜日　7:30～12:00　13:15～17:00
　　　　　　 （内科・循環器科の午前の受付は、午前11時30分までとなります。）
● 診療時間　月曜日～土曜日　9:00～12:15　13:30～17:30

●受付時間
　8：30～12：00/13：30～17：00
●診療時間
　9：00～12：30/14：00～17：30生澤史江

矢崎 緑☆4（診療日は皮
膚科のご案内をご参照ください。）

半田隆義（消化
器科）

生澤史江
黒田☆２

（糖尿病・甲状腺）

生澤史江
金澤順子☆5（診療日は
皮膚科のご案内をご参照ください。）

生澤史江
矢野由希子☆３

（甲状腺外来）

生澤史江非常勤医師 非常勤医師

非常勤医師

半田隆義（消化
器科）
黒崎史朗（呼吸
器科）☆１

生澤史江
黒田☆２
（糖尿病・甲状腺）

生澤史江

☆１ 黒崎医師→第1・第３・第５火曜日午後　呼吸器科
☆２ 黒田医師→第１・第３・第４（午前・午後）、
　　　　　　　 第２木曜日（午前）　糖尿病・甲状腺
☆３ 矢野医師→第１・第３・第５土曜日午前　甲状腺・
　　　　　　　 乳腺外来（要予約）
☆４ 矢崎医師→第２・第４水曜日午前
☆５ 金澤医師→第１・第３・第５金曜日午前
(詳しくは当院までお問い合わせください)


